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金沢城に見る美意識

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓
三ノ丸広場から　櫓の向こうが二の丸
白い瓦と海鼠壁が美しい



金沢城に見る美意識 『狭間・鉛瓦』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
橋爪橋を見る



金沢城に見る美意識 『狭間（さま）』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
壁の裏側
狭間が見える、表（前ページ）から見ると狭間はない。



金沢城に見る美意識 『石垣』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
河北門 『切石積み』
石垣は美しさを追求
殿様が良く見る石垣は、機能より美しさ



金沢城に見る美意識 『石垣』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
玉泉院丸庭園に面した『色紙短冊積み石垣』



環境を活かす『いしかわ赤レンガミュージアム』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本多の森の』『石川県立歴史博物館』『加賀本多博物館』（いしかわ赤レンガミュージアム）
小立野台地の突端にある本多の森には、古い建物を利用した『国立工芸館』『石川県立歴史博物館』『加賀本多博物館』や本多の森を眺められるカフェのある『石川県立美術館』があります。展示物も素晴らしいし、建物も見ごたえがあります



環境を活かす『石川県立美術館カフェ』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本多の森を眺められるカフェのある『石川県立美術館』



環境を活かす『鈴木大拙館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本多の森の環境を利用した『鈴木大拙館』や緑の小径・美術の小径もあります
設計は金沢出身の谷口吉生



環境を活かす『鈴木大拙館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本多の森の環境の中に、禅の世界を現代建築で表現



環境を活かす『鈴木大拙館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
泡による水円



環境を創る『石川県立図書館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
石川県立図書館（ 全体設計：仙田満＋環境デザイン研究所、サイン計画：廣村デザイン事務所、照明：面出薫、家具全般のデザイン・監修：川上元美）など(13, 14)、市民・県民の理解や協力がうかがえます。



環境を創る『石川県立図書館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本と読者の素晴らしい環境を創る



環境を創る『石川県立図書館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本を見たくなる環境、本来の図書館の姿



環境を創る『石川県立図書館』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ICTや芸術を活かして環境を創る　『本との出会いの窓』コーナー



戦災の影響も考える
金沢が美しい・豊かなものが多い理由（私的に）

戦災にあっていない街
• 歴史的に積み重ねられた資産

– 素晴らしいものを作るには時間がかかる
– お金もかかる

• 戦災に合うと短期で復興（生活を元に戻す）をしよ
うとする（せざるを得ない）（仙台と比較すると）

＊金沢空襲は1945年7月20日に予定されていたが、実施されていない。
東京新聞 https://www.tokyo-np.co.jp/article/274825
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